
～心豊かにより楽しく生きがいを感じる人生を～ 平成25年度香南市市民大学

香南         セミナー

★募集人員　520人 ※先着順（小学生未満は入場できません）
★受講料　　1,000円（全４回分受講券）
★受講券　　８月１日（木）から販売開始（定員に達するまで）
★受講券販売場所　　
　市教育委員会生涯学習課／野市・夜須中央公民館／香我美市民館
　香我美・野市図書館／市役所各支所（本庁では販売しておりません）
★手話通訳や託児（無料・一週間前までに要予約）を行います。
★当日は香南市内各方面より無料送迎バスが出ます。
　セミナー当日は両会場とも駐車場が大変混雑します。市役所各支所に
自家用車を駐車し、無料送迎バスをご利用ください。

第    回８

お問い合わせ

東京慈恵会医科大学
精神医学講座教授

中山  和彦
(なかやま 　かずひこ)

のいちふれあいセンター
サンホール

のいちふれあいセンター
サンホール

▲ 開講式

▲ 閉講式

現代社会では多くの人々が不安
やうつの問題を抱えています。不
安やうつに対する向き合い方と、
野市町に生まれた森田正馬先生
が考案した、神経症の治療法とし
て世界的に有名な「森田療法」に
ついてもわかりやすくお話します。

火９．１７
19:00～20:45

木９．２６
19:00～20:30

不安にむきあう
～野市が生んだ森田療法を知ろう～

～家族が笑顔になる秘訣～

ジャーナリスト

池上  彰
(いけがみ 　あきら)

夜須中央公民館
マリンホール

夜須中央公民館
マリンホール

日本テレビ「世界一受けたい授業」
などで活躍されている池上彰さん
と、高校で世界史・日本史・現代社
会を教えて27年。海外の教育現場
を取材するなど精力的に活動され
ているジャーナリストの増田ユリヤ
さんのトークショー。

水１０．９
19:00～20:30

池上彰・増田ユリヤ
トークショー

NPO法人ファザーリング・ジャパン副代表

安藤  哲也
(あんどう 　てつや)

イクメン講演会でひっぱりだこのカ
リスマパパ。｢父親であることを楽し
もう｣をモットーに、父親たちが家庭
や地域に積極的に関わるようにな
れば、日本社会は大きく変わると説
く。厚生労働省イクメンプロジェクト
推進チーム座長。二男一女の父親。

“イクメン” “イクジィ” が
社会を変える！

木１０．１７
19:00～20:30

料理研究家

コウケンテツ
料理研究家の母、李映林のアシ
スタントを務めた後、独立。いま
注目の料理研究家としてさまざ
まなメディアで活躍中。母から
受け継いだ韓国の味をベース
にしながら、和洋中、イタリアン
からスイーツまで幅広いレパー
トリーが人気を集めています。

キッチンからはじまる
家族の絆

■市教育委員会生涯学習課　　　　　　    
　　　　　　　　　　57-7523　
■夜須中央公民館　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　54-2121
■のいちふれあいセンター
  （野市中央公民館）　
          　　　56-1056

香南         セミナー
人生を～

ききいきいきいきい

▲ 開講式

火

ジャーナリスト

増田ユリヤ
(ますだ 　ゆりや)

日本テレビ「世界一受けたい授業」
などで活躍されている池上彰さん
と、高校で世界史・日本史・現代社
会を教えて27年。海外の教育現場
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落
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現
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連
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。
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ど
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。
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潜
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潜
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れ
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た
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追
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岸
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。岸
へ
着
く
と
広
い
河

原
を
駆
け
抜
け
土
手
に
駆
け
上
り

ま
し
た
。つ
い
に
越
え
た
の
で
す
。

38
度
線
。今
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で
の
悪
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が
終
わ
っ

た
瞬
間
で
し
た
。

　

地
面
に
へ
た
り
込
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、動
け
ず
に
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つ
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な

っ
て
き
ま
し
た
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濃
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が
立
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想
の
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を
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め
な
が
ら
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き
る
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胸
一
杯
に
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込
ん
だ
こ
と
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
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れ
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含
ま
れ
て
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も
自

分
の
兄
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ど

も
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っ
て
い
く
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た

く
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ん
見
て
き
ま
し
た
。想
像
し

て
く
だ
さ
い
。戦
争
で
怪
我
を
し
た

我
が
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を
連
れ
て
逃
げ
る
と
共
倒

れ
に
な
る
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い
て
く
る
決
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を
し
な
け
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ら
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。

食
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ず
背
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で
わ
が
子

を
亡
く
し
て
し
ま
う
親
の
気
持
ち

を
。戦
争
で
人
は
極
限
状
態
に
な

り
ま
す
。命
が
消
耗
品
の
よ
う
に

捨
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。そ
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を
体

験
し
た
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と
し
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二
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え
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そ
し
て
、自
分
た
ち
が
生
ま
れ
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こ
と
が
で
き
た
の
は
、受
難
の
歴
史

を
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き
て
き
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ら
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ち
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牲
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っ
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。

にてば
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咸興

38度線
元山

鉄原
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京城
（ソウル）
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史
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戦争特集戦争特集　　　　３８３８度線を越えて度線を越えて

広報こうなん及び香南市文化財センターでは、戦争に関する体験談や資料提供を
お待ちしています。ぜひ情報をお寄せください。
■連絡先　総務課秘書広報係　　57-8500　　文化財センター　　54-2296

▲

詰
め
込
ま
れ
た
列
車

▲

激
流
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
の
越
境
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